


〜岡崎市は災害ケースマネジメントの推進に舵を切ろ
うとしています〜

災害ケースマネジメントとは、大きな災害があった
時に市⺠、特に災害弱者と呼ばれる⽅を「誰⼀⼈取り
残さない」という福祉防災の観点から、各福祉・保
険・就労・建築分野で連携して、困りごと把握から実
際の⽣活再建まで⾏っていこうという取り組みです。
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博⼠（⽂学）。専⾨は⼈⽂地理学、都市地理学、サードセク
ター論、防災・復興政策。社会問題など「やっかいな問題」
の解決が一貫したテーマで、その観点から災害対応やNPOな
どサードセクターの活動を継続的に調査・実践している。近
著に『つながりが生み出すイノベーション―サードセクター
と創発する地域―』、『災害対応ガバナンス―被災者支援の
混乱を止める―』（いずれも単著、ナカニシヤ出版）。最近
の主な委員として、内閣府「被災者支援のあり方検討会」委
員、厚⽣労働省・内閣府「医療・保健・福祉と防災の連携に
関する作業グループ」参考⼈、熊本市「復興検討委員会」委
員など。

佐々木 裕子 氏
愛知医科大学准教授

訪問看護師として阪神淡路⼤震災で活動したことをきっか
けに災害時の⽀援活動に取り組む。活動の中で在宅ケア
サービスの利⽤者をはじめとした要配慮者の命を守る対策
の必要性を認識し、減災につながる効果的な対策を明らか
にする研究を始める。専⾨は在宅看護学、ターミナルケア。
看護師、保健師、社会福祉士、精神保健福祉士、レス
キューストックヤード（認定NPO法人）専門職パートナー、
JVOAD（認定NPO法人）避難生活改善に関する専門委員会
アドバイザーなどを務め、岡崎市でも研修や講演を多数⾏
う。

⼀般社団法⼈こども⼥性ネット東海
こどもと⼥性⽬線で⽇頃より防災・減災の活動として「たすかる」活動、被災地も含め

た「たすける」活動を⾏っています。発災時には、地域のNPO等や専門家とつながり、被
災者が早く日常に戻れるような支援をしています。
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